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そ半数程度にとどまった。臨時休校によって１学期間はなかなか活動ができず、十分な事業

を展開できなかったことが悔やまれる。一方で「ＣＲやＤＳへの自分自身の取組状況・満足

度」が 80%程度、「ＣＲやＤＳを通じて大学等への学問の理解が深まった」が 60%程度となり、

校内における探究活動にはおおむね満足している傾向が見られた。理数科においては、新型

コロナウイルス感染症の影響で特に国際育成事業がほとんどできなかった影響がやや見られ

た。３年生は昨年度までに国際性育成事業に関わってきた生徒が多いが、１・２年生はかな

りダメージを受けているので、来年度以降の回答に影響を及ぼす可能性がある。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１理数科の学校設定科目「スーパーサイエンス（SS）」における課題研究

２サイエンスミーティング事業（校内・校外での課題研究の発表）

３愛媛大学親子実験教室〈夏季休業中；科学系部活動の生徒が参加）

４国際性育成事業・海外研修〈アメリカ研修、ハワイ大学とのペーパー

ロールコースターでの交流など〉

５高大接続事業

〈愛媛大学高大接続科目、グローバルサイエンスキャンパスなど〉

ＳＳＨに関する生徒アンケート＜普通科＞「SSH事業の興味・関心」（有効回答数n=698）

関心がある どちらかといえば関心がある どちらかといえば関心がない 関心がない 無答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ＣＲ・ＤＳへの自分自身の取組状況・満足度

ＣＲ・ＤＳを通じて大学等への学問の理解が深まった

ＣＲ・ＤＳでの活動が進路探究や進路選択に役立った

来年度のＣＲ・ＤＳについて（１・２年生のみ）

ＳＳＨに関する生徒アンケート＜普通科＞「CR・DSについて」（有効回答数n=698）

よかった どちらかといえばよかった どちらかといえばよくなかった よくなかった 無答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１未知の事項への興味(好奇心)が増した

２実験・観察・観測への興味が増した

３学んだことを応用することへの興味が増した

４自分から取り組む姿勢（自主性・やる気）が養われた

５周囲と協力して取り組む姿勢（協調性・リーダーシップ）が養われた

６粘り強く取り組む姿勢が養われた

７独自なものを作りだそうとする姿勢（独創性）が養われた

８発見する力（問題発見力・気付く力）が身に付いた

９問題を解決する力が身に付いた

10考える力（洞察力・発想力・論理力）が身に付いた

11成果を発表し伝える力（プレゼンテーション能力）が身に付いた

12物事を調べる力が身に付いた

13国際性（英語による表現力・国際性）が身に付いた

ＳＳＨに関する生徒アンケート＜普通科＞「意識の変化」（有効回答数n=698）

そう思う やや思う あまり思わない 思わない 無答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１ 生活体験

２ 人間性

３ 教科基礎力

４ リーダーシップ

５ 進路決定力

６ 特定の学問分野や研究テーマに対する興味・関心

７ 課題発見・解決能力

８ 独創性、発想力

９ 情報の収集・整理・処理能力

10 プレゼンテーション能力

11 論理的思考能力

12 社会への理解・関心と、主体的に関わる態度

ＳＳＨに関する教職員アンケート「本校生徒について」（有効回答数n=81）

非常に高い やや高い やや低い 非常に低い 無答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１ 国の科学技術立国の政策に協力することができた

２ 将来理数系に進むのにとても役だった

３ 研究職を目指す生徒が育った。

４ 日頃の学習意欲や進路実現に向けての意欲の向上によい影響を与え

た

５ 校外に出ることが多く社会性が身に付いた

６ 課題研究や研究施設見学などの経験が、大学の推薦型入試・総合選

抜型入試などに有利になった

７ 理数科・普通科ともにの魅力が増した

８ 行事が増えて生徒全体が落ち着かなくなるのが心配である

９ 指定されてもされなくても学校全体があまり変わらなかった。

10 生徒の理数以外の教科の学力が落ちることが心配である

11 SSH指定を受けない方がよかった

ＳＳＨに関する教職員アンケート「SSH事業について」（有効回答数n=81）

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない 無答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１ 理数科目の指導内容・方法の工夫・改善

２ 理数以外の科目の指導内容・方法の工夫・改善

３ 教科横断型授業の指導方法・内容の工夫と改善

４ 実験・実習の強化

５ 大学・企業との連携

６ 探究型活動に重点を置いた教育課程の開発

７ 小・中学校との連携

８ 校内・他校への効果の波及

９ 従来型の学力向上に加え、自ら課題を発見し解決する

10 国際性育成事業の取組

ＳＳＨに関する教職員アンケート「今後の取組の必要性」（有効回答数n=81）

とても思う やや思う あまり思わない 全く思わない 無答




























